Representation of Saint Joseph in Botticelli\u27s Adoration of the Magi (Lama Chapel） by 富澤, 萌 & TOMIZAWA, Moe
- 20 - 
 
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
《
東
方
三
博
士
の
礼
拝
》 
（
ラ
ー
マ
家
礼
拝
堂
）
に
お
け
る
聖
ヨ
セ
フ
の
表
象 
 
 
富
澤 
萌 
  
は
じ
め
に 
 
《
春
》
や
《
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
誕
生
》
で
著
名
な
イ
タ
リ
ア
初
期
ル
ネ
サ
ン
ス
の
画
家
、
サ
ン
ド
ロ
・
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
（
一
四
四
四
年
頃
―
一
五
一
〇
年
、
以
下
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
）
は
、
多
く
の
聖
母
子
・
聖
家
族
像
を
制
作
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
《
東
方
三
博
士
の
礼
拝
》
（
ラ
ー
マ
家
礼
拝
堂
、
以
下
ラ
ー
マ
家
作
品
と
呼
称
）
（
１
）
【
図
１
】
は
そ
の
代
表
作
に
数
え
ら
れ
る
が
、
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
の
記
述
に
端
を
発
し
た
（
２
）
画
中
肖
像
画
へ
の
論
考
は
数
多
あ
れ
ど
、
主
要
人
物
た
る
聖
家
族
、
特
に
聖
ヨ
セ
フ
へ
の
注
目
は
相
対
的
に
低
い
と
言
え
る
。
本
作
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
両
替
商
ガ
ス
パ
ー
レ
・
デ
ィ
・
ザ
ノ
ー
ビ
・
デ
ル
・
ラ
ー
マ
（
以
下
ガ
ス
パ
ー
レ
）
の
注
文
で
一
四
七
五
―
七
六
年
頃
制
作
さ
れ
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
ノ
ヴ
ェ
ッ
ラ
聖
堂
内
ラ
ー
マ
家
礼
拝
堂
に
設
置
さ
れ
て
い
た
（
３
）
。
長
方
形
の
画
面
の
中
央
上
部
に
は
、
頬
杖
を
つ
き
杖
を
携
え
た
老
人
・
聖
ヨ
セ
フ
、
幼
子
イ
エ
ス
を
抱
き
か
か
え
た
聖
母
マ
リ
ア
ら
聖
家
族
が
位
置
し
、
彼
ら
を
放
射
状
に
取
り
囲
む
よ
う
に
し
て
三
博
士
と
そ
の
従
者
が
表
さ
れ
て
い
る
。
聖
家
族
の
う
ち
最
上
部
、
向
か
っ
て
中
央
左
方
に
位
置
す
る
ヨ
セ
フ
は
、
老
年
で
は
あ
る
が
豊
か
な
髪
と
ひ
げ
を
そ
な
え
、
青
と
黄
の
衣
に
身
を
包
ん
で
い
る
。
彼
は
体
全
体
を
や
や
左
に
傾
け
右
手
で
頬
杖
を
つ
き
、
左
手
で
杖
を
持
ち
つ
つ
右
腕
下
部
の
衣
を
つ
ま
ん
で
い
る
。
向
か
っ
て
左
に
は
、
白
い
袋
と
水
筒
な
ど
、
ヨ
セ
フ
の
旅
道
具
と
思
わ
し
き
荷
物
が
置
か
れ
て
い
る
。
聖
家
族
は
み
な
や
や
左
側
に
弧
を
描
く
よ
う
に
首
と
体
を
傾
け
て
お
り
、彼
ら
の
ポ
ー
ズ
に
統
一
感
を
与
え
て
い
る
。
聖
家
族
を
取
り
囲
む
群
衆
の
幾
人
か
は
画
中
肖
像
画
と
し
て
表
さ
れ
て
お
り
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
か
つ
て
の
実
質
的
支
配
者
で
メ
デ
ィ
チ
家
当
主
を
務
め
た
コ
ジ
モ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
が
イ
エ
ス
に
傅
く
老
年
の
博
士
に
、
そ
の
長
男
ピ
エ
ロ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
が
中
央
の
赤
い
ガ
ウ
ン
の
博
士
、
そ
の
弟
ジ
ョ
バ
ン
ニ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
が
そ
の
横
の
白
衣
の
博
士
に
扮
し
て
い
る
。
ま
た
、
画
面
右
方
で
自
ら
を
指
さ
し
こ
ち
ら
を
見
る
男
性
が
注
文
主
ガ
ス
パ
ー
レ
、
再
右
端
で
こ
ち
ら
を
見
る
男
性
が
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
自
身
と
目
さ
れ
て
い
る
（
４
）
。
東
方
三
博
士
の
礼
拝
は
、
新
約
聖
書
に
典
拠
を
置
く
（
マ
タ
イ
：
二
：
一
―
十
二
）
、
東
方
の
占
星
術
師
ら
が
誕
生
し
た
イ
エ
ス
の
も
と
に
礼
拝
し
贈
り
物
を
捧
げ
る
物
語
主
題
で
、
キ
リ
ス
ト
伝
の
一
部
と
し
て
慣
例
的
に
描
か
れ
る
ほ
か
、
特
に
同
時
代
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
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は
単
一
の
作
品
と
し
て
も
人
気
を
博
し
、
教
会
装
飾
画
・
家
庭
祈
念
画
双
方
に
多
数
の
作
例
が
残
さ
れ
て
い
る
。 
本
論
は
、
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
の
聖
家
族
作
品
、
特
に
ラ
ー
マ
家
作
品
を
中
心
に
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
に
お
け
る
聖
ヨ
セ
フ
表
象
を
研
究
す
る
修
士
論
文
執
筆
に
あ
た
っ
て
試
案
さ
れ
た
も
の
の
一
部
で
あ
る
。
聖
母
マ
リ
ア
の
夫
で
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
養
父
で
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
人
・
聖
ヨ
セ
フ
の
神
学
上
の
再
評
価
の
動
き
は
、
一
五
・
一
六
世
紀
に
は
既
に
活
性
化
し
て
い
た
（
５
）
。
一
方
美
術
で
は
、
聖
母
子
か
ら
隔
絶
さ
れ
、
所
在
な
げ
に
佇
む
頼
り
な
い
老
人
と
い
う
、中
世
然
と
し
た
姿
が
依
然
多
く
見
ら
れ
る
も
の
の
、
画
中
で
堂
々
と
し
た
存
在
感
を
も
ち
、
聖
母
子
の
世
話
を
す
る
ヨ
セ
フ
、
若
々
し
い
ヨ
セ
フ
な
ど
が
出
現
し
始
め
る
。
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
は
こ
の
両
方
の
、
伝
統
的
・
革
新
的
ヨ
セ
フ
表
象
が
混
在
し
て
お
り
、
表
象
上
の
復
権
は
い
わ
ば
未
完
成
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
単
な
る
表
象
変
化
の
過
渡
期
ゆ
え
の
表
現
の
ぶ
れ
や
、
作
家
性
の
問
題
に
は
帰
せ
な
い
こ
と
は
、
同
一
の
画
家
、
例
え
ば
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
の
手
に
よ
る
ヨ
セ
フ
描
写
が
必
ず
し
も
一
貫
し
な
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。 
本
テ
ー
マ
の
研
究
に
あ
た
り
、
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
を
選
定
し
た
理
由
は
以
下
の
四
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
ヨ
セ
フ
の
描
か
れ
た
聖
家
族
作
品
（
現
存
限
り
、
工
房
作
・
帰
属
作
含
）
が
計
十
四
点
に
上
る
と
い
う
作
例
の
多
さ
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
時
代
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
代
表
的
な
画
家
で
あ
る
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
（
一
四
四
九
―
一
四
九
四
）
の
五
点
、
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
の
師
で
も
あ
る
画
家
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
リ
ッ
ピ
（
一
四
〇
六
年
頃
―
一
四
六
九
）
の
八
点
（
６
）
と
比
較
し
て
も
突
出
し
て
い
る
。
ま
た
生
涯
の
ほ
と
ん
ど
を
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
過
ご
し
て
お
り
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
聖
家
族
像
を
語
る
に
あ
た
り
最
適
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
第
二
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
教
会
装
飾
、
半
私
的
／
公
的
な
場
で
あ
る
礼
拝
堂
内
か
ら
、
主
に
私
的
な
場
に
設
置
さ
れ
た
ト
ン
ド
画
（
正
円
形
画
）
ま
で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
場
に
作
品
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
、
美
術
の
主
要
パ
ト
ロ
ン
で
あ
っ
た
メ
デ
ィ
チ
家
や
ヴ
ェ
ス
プ
ッ
チ
家
な
ど
の
上
流
市
民
と
の
交
流
が
あ
り
彼
ら
と
思
想
を
共
有
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
画
家
、
注
文
者
と
表
現
の
関
係
に
迫
り
う
る
た
め
で
あ
る
。
第
三
に
、
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
自
身
は
「
降
誕
」
「
東
方
三
博
士
の
礼
拝
」
な
ど
物
語
の
一
場
面
で
の
み
聖
家
族
を
描
い
て
い
る
が
、
そ
の
工
房
な
い
し
周
辺
で
制
作
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
作
品
に
は
、
一
五
世
紀
末
か
ら
一
六
世
紀
初
頭
に
か
け
て
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
流
行
し
た
独
立
聖
家
族
像
に
近
い
も
の
が
あ
り
、
独
立
聖
家
族
像
の
隆
盛
に
関
連
す
る
と
見
な
し
う
る
た
め
で
あ
る
。
第
四
に
、
東
方
三
博
士
の
礼
拝
主
題
に
お
い
て
、
聖
家
族
を
中
心
と
し
た
構
図
を
創
出
し
て
お
り
、
以
降
の
聖
家
族
図
像
の
規
範
を
形
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
本
論
第
一
章
で
詳
し
く
論
述
し
た
い
。 
本
論
で
は
、
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
と
工
房
の
聖
家
族
作
品
に
お
い
て
こ
の
画
家
が
物
語
よ
り
も
聖
家
族
へ
の
崇
敬
を
高
め
る
構
図
を
重
視
し
発
展
さ
せ
た
こ
と
を
検
討
し
、
特
に
プ
ッ
チ
家
作
品
と
の
比
較
を
通
じ
て
ラ
ー
マ
家
作
品
の
ヨ
セ
フ
の
位
置
づ
け
の
特
異
性
を
考
察
し
た
い
。
ま
た
、
本
作
の
も
つ
政
治
性
と
ヨ
セ
フ
表
象
の
関
連
も
明
ら
か
に
し
た
い
。 
  
一 
ラ
ー
マ
家
作
品
に
お
け
る
ヨ
セ
フ
像
の
特
徴
―
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
と
そ
の
周
辺
の
聖
家
族
作
品
と
比
較
し
て
― 
 
現
在
確
認
で
き
る
、
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
あ
る
い
は
そ
の
工
房
に
帰
属
さ
れ
る
聖
家
族
を
主
題
と
す
る
作
品
は
全
一
四
点
で
あ
る
。
（
一
．
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
に
帰
属
《
降
誕
》
一
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四
七
三
―
七
五
年
、
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
美
術
館
。
二
．
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
に
帰
属
《
降
誕
》
一
四
七
五
―
七
七
年
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
ノ
ヴ
ェ
ッ
ラ
聖
堂
。
三
．
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ー
ノ
・
リ
ッ
ピ
と
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
《
東
方
三
博
士
の
礼
拝
》
一
四
七
〇
年
頃
、
ロ
ン
ド
ン
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
四
．
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
《
東
方
三
博
士
の
礼
拝
》
（
プ
ッ
チ
家
作
品
）
一
四
七
三
年
頃
、
ロ
ン
ド
ン
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
【
図
３
】
。
五
．
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
《
東
方
三
博
士
の
礼
拝
》
（
ラ
ー
マ
家
礼
拝
堂
）
一
四
七
五
―
七
六
年
頃
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
【
図
１
】
。
六
．
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
《
東
方
三
博
士
の
礼
拝
》
一
四
七
八
／
一
四
八
二
年
頃
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
七
．
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
《
東
方
三
博
士
の
礼
拝
》
（
未
完
）
一
五
〇
〇
年
頃
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
。
八
．
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
《
神
秘
の
降
誕
》
一
五
〇
一
年
、
ロ
ン
ド
ン
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
九
．
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
工
房
？
《
降
誕
》
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
美
術
館
。
一
〇
．
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
と
他
の
画
家
？
《
降
誕
》
ボ
ス
ト
ン
、
イ
ザ
ベ
ラ
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
美
術
館
。
一
一
．
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
工
房
《
幼
児
ヨ
ハ
ネ
を
伴
う
イ
エ
ス
の
礼
拝
》
一
四
九
〇
―
一
五
〇
〇
年
頃
、
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
グ
、
リ
ン
デ
ナ
ウ
美
術
館
【
図
６
】
。
一
二
．
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
（
工
房
？
）
《
幼
児
イ
エ
ス
の
礼
拝
》
一
五
〇
〇
年
頃
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
美
術
館
。
一
三
．
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
工
房
ま
た
は
追
従
者
《
エ
ジ
プ
ト
逃
避
》
一
五
〇
〇
年
頃
、
パ
リ
、
ジ
ャ
ッ
ク
マ
ー
ル
＝
ア
ン
ド
レ
美
術
館
。
一
四
．
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
工
房
《
青
年
ヨ
ハ
ネ
を
伴
う
イ
エ
ス
礼
拝
》
バ
ス
コ
ッ
ト
パ
ー
ク
、
フ
ァ
ー
リ
ン
ド
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
）
こ
の
う
ち
作
品
一
、
二
の
帰
属
に
つ
い
て
は
、
画
中
に
描
か
れ
た
わ
ら
や
鞍
、
袋
か
ば
ん
の
モ
チ
ー
フ
が
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
の
も
の
と
共
通
す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
モ
チ
ー
フ
や
ヨ
セ
フ
の
右
手
を
挙
げ
ヨ
ハ
ネ
を
歓
迎
す
る
ポ
ー
ズ
が
、
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
へ
の
影
響
関
係
が
認
め
ら
れ
る
宗
教
文
学
『
キ
リ
ス
ト
伝
瞑
想
』
に
依
拠
す
る
（
７
）
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
の
構
想
を
反
映
し
う
る
近
し
い
画
家
の
手
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
。
作
品
三
の
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ー
ノ
と
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
の
担
当
部
分
に
つ
い
て
も
諸
説
あ
る
が
、
鞍
や
袋
か
ば
ん
が
ヨ
セ
フ
の
周
囲
に
見
当
た
ら
な
い
こ
と
、
足
が
見
え
な
い
か
裸
足
と
い
う
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
の
ヨ
セ
フ
表
現
の
慣
例
に
反
し
て
当
作
で
は
靴
を
履
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
作
の
ヨ
セ
フ
は
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ー
ノ
の
手
に
よ
る
も
の
と
見
な
す
。
作
品
九
か
ら
一
四
に
関
し
て
は
、
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
の
手
に
よ
る
聖
母
子
・
聖
家
族
作
品
と
人
物
の
ポ
ー
ズ
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
に
よ
る
下
絵
に
基
づ
い
た
、
ま
た
は
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
作
品
か
ら
借
用
し
た
人
物
を
組
み
合
わ
せ
た
、
工
房
あ
る
い
は
周
辺
で
の
制
作
を
想
定
し
、
議
論
を
進
め
た
い
。 
 
１ 
プ
ッ
チ
家
作
品
と
の
比
較 
ラ
ー
マ
家
作
品
【
図
１
】
と
時
期
の
近
し
い
先
行
作
例
で
あ
る
プ
ッ
チ
家
作
品
【
図
３
】
は
、
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
が
親
メ
デ
ィ
チ
派
の
商
人
プ
ッ
チ
家
の
邸
宅
用
に
制
作
さ
れ
た
と
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
８
）
。
正
円
形
の
画
面
は
、
中
央
に
位
置
す
る
聖
家
族
と
彼
ら
に
贈
り
物
を
捧
げ
る
三
博
士
、
そ
れ
を
取
り
囲
む
従
者
た
ち
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
向
か
っ
て
中
央
右
、
マ
リ
ア
右
後
方
の
ヨ
セ
フ
は
、
青
の
衣
と
黄
色
の
羽
織
物
を
身
に
着
け
た
老
年
の
姿
で
表
さ
れ
て
お
り
、
左
手
で
杖
を
持
ち
、
右
手
で
そ
れ
を
支
え
る
よ
う
に
し
て
、
左
側
に
体
を
傾
け
な
が
ら
立
っ
て
い
る
。
そ
の
表
情
は
伏
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ぶ
か
し
げ
に
マ
リ
ア
の
方
を
見
や
っ
て
い
る
。
そ
の
背
後
の
柵
に
は
袋
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。 
先
例
で
は
画
面
の
左
右
端
に
聖
家
族
が
描
か
れ
る
東
方
三
博
士
の
礼
拝
主
題
【
図
５
】
に
お
い
て
、
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
は
聖
家
族
を
中
央
に
配
置
し
一
点
透
視
法
を
用
い
た
集
中
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構
図
を
創
始
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
９
）
が
、
横
長
長
方
形
構
図
の
ラ
ー
マ
家
作
品
で
も
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。
プ
ッ
チ
家
作
品
で
は
聖
家
族
は
中
央
に
は
位
置
す
る
も
の
の
群
衆
の
中
に
埋
も
れ
て
お
り
、
構
図
と
し
て
は
未
整
理
と
い
っ
た
印
象
を
拭
え
な
い
が
、
ラ
ー
マ
家
作
品
で
は
聖
家
族
を
玉
座
の
ご
と
く
壇
上
に
配
置
し
、
周
辺
の
人
物
と
空
間
を
隔
て
る
こ
と
で
、
聖
家
族
の
埋
没
を
防
ぎ
、
師
フ
ィ
リ
ッ
ポ
に
倣
っ
た
上
部
か
ら
の
閃
光
と
相
ま
っ
て
聖
家
族
を
真
の
主
役
と
し
て
際
立
て
て
い
る
。
ラ
ー
マ
家
作
品
で
確
立
し
た
、
三
角
形
あ
る
い
は
円
形
に
収
ま
る
形
で
緊
密
に
配
置
し
た
聖
家
族
か
ら
一
定
の
距
離
を
も
っ
て
博
士
と
従
者
を
描
く
構
図
は
以
降
の
作
品
に
引
き
継
が
れ
て
お
り
、
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
の
聖
家
族
作
品
に
お
い
て
、
ラ
ー
マ
家
作
品
が
転
換
点
と
な
る
の
は
こ
の
点
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
プ
ッ
チ
家
作
品
の
ヨ
セ
フ
は
聖
家
族
で
は
最
上
部
に
位
置
こ
そ
す
る
が
、
悩
ま
し
気
に
顔
を
伏
せ
る
表
情
や
聖
母
子
の
閉
鎖
的
な
関
係
性
と
の
分
離
【
図
４
】
は
伝
統
的
な
表
現
か
ら
免
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
ラ
ー
マ
家
作
品
で
は
プ
ッ
チ
家
作
品
よ
り
さ
ら
に
高
い
位
置
に
ヨ
セ
フ
が
置
か
れ
、
豊
か
な
髪
と
髭
を
た
く
わ
え
、
聖
母
子
や
博
士
を
背
後
か
ら
見
守
る
か
の
よ
う
な
堂
々
と
し
た
面
持
ち
【
図
２
】
で
表
象
さ
れ
て
い
る
。 こ
う
し
た
刷
新
の
理
由
と
し
て
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
画
面
構
成
上
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
は
東
方
三
博
士
が
数
多
の
群
衆
を
引
き
連
れ
礼
拝
す
る
表
現
が
流
行
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ゆ
え
行
列
に
聖
家
族
が
押
し
や
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
す
ら
受
け
て
し
ま
う
作
例
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
【
図
５
】
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
は
こ
う
し
た
混
乱
を
解
消
し
、
東
方
三
博
士
の
礼
拝
主
題
を
聖
家
族
主
題
へ
と
半
ば
回
帰
さ
せ
た
と
い
え
る
。
第
二
に
、
プ
ッ
チ
家
作
品
と
ラ
ー
マ
家
作
品
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
金
融
業
を
営
ん
だ
親
メ
デ
ィ
チ
派
市
民
に
よ
っ
て
注
文
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
こ
そ
類
似
す
る
が
、
家
庭
内
で
鑑
賞
さ
れ
た
プ
ッ
チ
家
作
品
に
比
し
て
、
教
会
内
礼
拝
堂
に
設
置
さ
れ
強
い
政
治
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
っ
た
ラ
ー
マ
家
作
品
で
は
、
聖
家
族
、
特
に
ヨ
セ
フ
の
表
現
を
見
直
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
章
で
詳
し
く
論
じ
た
い
。 
 
２ 
《
幼
児
ヨ
ハ
ネ
を
伴
う
イ
エ
ス
の
礼
拝
》
と
の
比
較 
 
《
ヨ
ハ
ネ
を
伴
う
幼
児
イ
エ
ス
の
礼
拝
》
（
リ
ン
デ
ナ
ウ
美
術
館
）
【
図
６
】
は
、
一
四
九
〇
―
一
五
〇
〇
年
頃
に
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
工
房
で
制
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
１
０
）
。
制
作
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
工
房
で
数
多
く
制
作
さ
れ
た
聖
母
子
・
聖
家
族
ト
ン
ド
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
民
に
よ
っ
て
注
文
さ
れ
た
家
庭
用
祈
念
画
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。
正
円
形
の
画
面
の
大
部
分
を
聖
家
族
が
占
め
て
お
り
、
わ
ら
に
敷
か
れ
た
マ
リ
ア
の
ヴ
ェ
ー
ル
の
上
に
眠
る
イ
エ
ス
、
彼
を
礼
拝
す
る
聖
母
マ
リ
ア
、
そ
の
後
ろ
で
頬
杖
を
つ
き
片
手
を
イ
エ
ス
の
頭
上
に
お
く
ヨ
セ
フ
、
そ
の
向
か
っ
て
左
方
で
イ
エ
ス
に
跪
く
幼
児
ヨ
ハ
ネ
が
表
さ
れ
る
。
右
方
に
は
天
使
か
ら
預
言
を
受
け
る
羊
飼
い
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
画
面
に
占
め
る
割
合
は
低
く
、
物
語
場
面
と
い
う
よ
り
は
聖
家
族
の
礼
拝
図
像
と
言
っ
て
差
支
え
な
い
だ
ろ
う
。 
地
面
に
横
た
わ
っ
た
イ
エ
ス
を
マ
リ
ア
が
礼
拝
す
る
図
像
は
一
四
世
紀
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
聖
女
ビ
ル
イ
ッ
タ
の
幻
視
に
基
づ
い
て
お
り
、
絵
画
主
題
と
し
て
は
一
五
世
紀
初
頭
か
ら
流
行
し
た
も
の
で
あ
る
（
１
１
）
。
ま
た
、
イ
エ
ス
の
下
に
敷
か
れ
た
ヴ
ェ
ー
ル
は
、
『
キ
リ
ス
ト
伝
瞑
想
』
で
マ
リ
ア
が
十
字
架
降
下
時
に
裸
の
キ
リ
ス
ト
に
着
せ
た
と
い
う
記
述
と
関
連
す
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
お
り
（
１
２
）
、
訝
し
そ
う
な
表
情
で
イ
エ
ス
を
撫
で
る
か
マ
ン
ト
を
取
り
去
ろ
う
と
す
る
よ
う
な
ヨ
セ
フ
の
行
動
は
、
イ
エ
ス
の
受
難
を
予
見
し
避
け
よ
う
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と
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。イ
エ
ス
の
下
に
敷
か
れ
た
わ
ら
も『
キ
リ
ス
ト
伝
瞑
想
』
で
マ
リ
ア
の
産
後
ヨ
セ
フ
が
彼
女
の
寝
床
を
用
意
す
る
際
に
使
用
し
た
わ
ら
（
１
３
）
を
想
起
さ
せ
、
ヨ
セ
フ
の
聖
母
子
へ
の
気
遣
い
を
暗
示
し
て
い
る
。 
本
作
は
そ
の
構
図
の
複
雑
さ
か
ら
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に
依
拠
す
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
る
（
１
４
）
。
確
か
に
イ
エ
ス
の
頭
上
に
手
を
置
く
ヨ
セ
フ
は
前
例
が
な
く
、
そ
の
手
や
マ
リ
ア
の
ヴ
ェ
ー
ル
の
精
巧
な
描
写
は
そ
の
示
唆
を
促
す
が
、
聖
母
子
の
ポ
ー
ズ
や
マ
リ
ア
の
ヴ
ェ
ー
ル
に
横
た
わ
る
イ
エ
ス
は
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
《
聖
母
子
と
洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
》
（
一
四
七
七
年
頃
、
ピ
チ
ェ
ン
ツ
ァ
市
立
博
物
館
）
に
典
拠
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
、
作
品
九
な
ど
他
の
工
房
作
に
も
ほ
ぼ
同
一
の
マ
リ
ア
像
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ヨ
セ
フ
部
分
は
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
の
失
わ
れ
た
作
品
ま
た
は
下
絵
を
も
と
に
し
た
、
一
四
九
〇
年
頃
か
ら
彼
の
工
房
で
さ
か
ん
に
制
作
さ
れ
た
小
型
聖
母
子
・
聖
家
族
作
品
の
バ
リ
ア
ン
ト
の
一
つ
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。 
へ
の
字
状
に
眉
を
寄
せ
イ
エ
ス
を
見
や
る
、
頬
杖
を
つ
い
た
片
腕
の
肘
付
近
に
も
う
片
方
の
手
を
置
く
、
聖
母
子
に
背
後
か
ら
寄
り
添
う
と
い
っ
た
ヨ
セ
フ
の
描
写
は
ラ
ー
マ
家
作
品
を
継
承
し
て
お
り
、
さ
ら
に
作
品
一
四
《
青
年
ヨ
ハ
ネ
を
伴
う
イ
エ
ス
礼
拝
》
に
も
手
の
位
置
や
表
情
に
同
様
の
表
現
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
工
房
内
で
ラ
ー
マ
家
作
品
が
ヨ
セ
フ
像
の
一
定
の
規
範
を
な
し
た
と
想
定
し
う
る
。
つ
ま
り
、
ラ
ー
マ
家
作
品
の
ヨ
セ
フ
表
象
は
、
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
自
身
の
ヨ
セ
フ
像
の
み
な
ら
ず
そ
の
周
辺
の
作
例
に
も
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
一
五
七
〇
年
頃
以
前
は
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
ノ
ヴ
ェ
ッ
ラ
聖
堂
内
に
安
置
さ
れ
て
い
た
同
作
や
工
房
・
追
随
作
を
介
し
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
ヨ
セ
フ
図
像
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。 
 
独
立
聖
家
族
図
像
の
隆
盛
に
つ
い
て
は
本
論
で
は
紙
面
を
割
く
余
裕
が
な
い
が
、
そ
の
点
数
か
ら
し
て
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
と
そ
の
工
房
が
こ
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
特
有
の
流
行
の
一
端
を
担
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
ラ
ー
マ
家
の
ヨ
セ
フ
像
が
そ
の
表
象
源
泉
の
一
つ
と
な
っ
た
こ
と
が《
幼
児
ヨ
ハ
ネ
を
伴
う
イ
エ
ス
の
礼
拝
》と
の
比
較
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。 
 
上
記
の
よ
う
に
、
ラ
ー
マ
家
作
品
は
プ
ッ
チ
家
作
品
で
成
し
遂
げ
た
構
図
の
改
良
を
も
と
に
、
ヨ
セ
フ
を
よ
り
存
在
感
と
威
厳
あ
る
姿
に
発
展
さ
せ
た
こ
と
で
、
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
の
聖
家
族
作
品
で
も
と
り
わ
け
重
要
か
つ
特
異
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
重
要
性
は
工
房
で
制
作
さ
れ
た
聖
家
族
作
品
に
て
た
び
た
び
参
照
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
で
も
担
保
さ
れ
る
。
で
は
、
ラ
ー
マ
家
作
品
の
ヨ
セ
フ
が
こ
の
よ
う
に
表
さ
れ
た
理
由
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
作
品
の
制
作
背
景
や
政
治
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
に
着
目
し
、
ラ
ー
マ
家
作
品
の
ヨ
セ
フ
表
象
に
さ
ら
に
迫
り
た
い
。 
  
二 
ラ
ー
マ
家
作
品
に
お
け
る
ヨ
セ
フ
像
の
特
徴
―
制
作
背
景
と
の
関
連
か
ら
― 
 
１ 
制
作
背
景
に
み
る
政
治
性 
繰
り
返
す
が
、
ラ
ー
マ
家
作
品
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
両
替
商
組
合
（
ア
ル
テ
・
デ
ル
・
カ
ン
ビ
オ
）
仲
買
人
で
あ
っ
た
ガ
ス
パ
ー
レ
に
よ
っ
て
注
文
さ
れ
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
ノ
ヴ
ェ
ッ
ラ
聖
堂
内
ラ
ー
マ
家
礼
拝
堂
に
置
か
れ
て
い
た
。
ガ
ス
パ
ー
レ
が
自
ら
の
家
族
礼
拝
堂
を
装
飾
す
る
絵
画
作
品
の
発
注
に
あ
た
り
、
東
方
三
博
士
の
礼
拝
主
題
を
選
ん
だ
理
由
と
し
て
第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
ガ
ス
パ
ー
レ
と
い
う
名
前
は
東
方
三
博
士
の
一
人
か
ら
と
ら
れ
て
お
り
、
自
身
の
名
に
ち
な
ん
だ
た
め
で
あ
る
。
第
二
に
挙
げ
ら
れ
る
の
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は
、
同
主
題
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
流
行
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
メ
デ
ィ
チ
家
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
画
中
に
メ
デ
ィ
チ
家
の
面
々
と
と
も
に
ガ
ス
パ
ー
レ
自
身
を
も
描
か
せ
た
背
景
に
は
、
自
ら
の
ス
テ
イ
タ
ス
を
世
間
に
知
ら
し
め
る
意
図
が
働
い
て
い
た
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
１
５
）
。
「
祖
国
の
父
」
た
る
コ
ジ
モ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
を
同
じ
ガ
ス
パ
ー
レ
の
名
を
持
つ
老
年
の
博
士
に
扮
さ
せ
た
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
画
中
肖
像
の
作
為
性
が
読
み
取
れ
る
。
ガ
ス
パ
ー
レ
は
一
四
一
一
年
に
床
屋
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
、一
四
六
九
年
以
前
に
仲
介
人
の
職
を
得
た
、い
わ
ば
新
興
市
民
で
あ
っ
た
。
加
え
て
ガ
ス
パ
ー
レ
の
両
替
商
組
合
に
は
メ
デ
ィ
チ
家
も
加
盟
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
五
世
紀
後
半
当
時
、
仲
買
人
は
名
誉
あ
る
職
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
（
１
６
）
。
本
作
の
画
中
肖
像
画
に
は
、
注
文
主
と
メ
デ
ィ
チ
と
の
繋
が
り
を
誇
示
す
る
こ
と
で
注
文
主
の
社
会
的
地
位
を
向
上
さ
せ
る
ね
ら
い
が
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
本
作
の
も
つ
メ
デ
ィ
チ
家
と
の
連
関
は
、
画
中
肖
像
画
だ
け
で
は
な
く
東
方
三
博
士
の
礼
拝
と
い
う
主
題
自
体
に
も
あ
る
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
は
公
顕
祭
の
祝
日
の
際
、
東
方
三
博
士
同
信
会 (
コ
ン
パ
ニ
ー
ア･
デ
イ･
マ
ー
ジ)
に
よ
っ
て
町
中
を
舞
台
と
し
て
三
博
士
一
行
の
行
列
、
そ
し
て
三
博
士
に
よ
る
イ
エ
ス
の
礼
拝
が
演
じ
ら
れ
た
。
メ
デ
ィ
チ
家
の
人
々
も
さ
ま
ざ
ま
な
役
柄
に
扮
し
て
行
列
に
参
加
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
東
方
三
博
士
同
信
会
は
メ
デ
ィ
チ
家
が
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
同
信
会
で
も
ひ
と
き
わ
強
い
勢
力
を
持
っ
て
い
た
（
１
７
）
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
け
る
東
方
三
博
士
の
礼
拝
主
題
の
流
行
と
画
中
の
行
列
の
規
模
、
そ
し
て
ラ
ー
マ
家
作
品
に
メ
デ
ィ
チ
家
が
描
き
こ
ま
れ
た
理
由
に
、
こ
の
行
事
は
深
く
関
連
す
る
。 
本
作
の
社
会
的
認
知
度
の
高
さ
は
、
作
品
へ
の
現
存
す
る
最
古
の
言
及
が
一
五
一
〇
年
と
制
作
年
代
か
ら
そ
う
遠
く
離
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
（
１
８
）
、
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
が
決
し
て
長
い
と
は
言
え
な
い
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
伝
の
多
く
を
割
い
て
本
作
を
賞
賛
し
、
七
十
余
年
を
経
て
画
中
肖
像
画
の
同
定
を
詳
細
に
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
ノ
ヴ
ェ
ッ
ラ
聖
堂
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
裕
福
な
市
民
か
ら
支
持
さ
れ
た
宗
派
で
あ
る
ド
メ
ニ
コ
会
の
中
心
的
な
教
会
で
あ
り
、
そ
の
家
族
礼
拝
堂
を
当
時
既
に
頭
角
を
現
し
て
い
た
画
家
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
の
手
に
よ
る
、
メ
デ
ィ
チ
家
メ
ン
バ
ー
の
精
巧
な
肖
像
画
が
描
か
れ
た
流
行
主
題
の
作
品
で
装
飾
す
る
こ
と
は
、
上
流
市
民
に
自
ら
の
地
位
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
は
う
っ
て
つ
け
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 
さ
ら
に
、
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
が
高
い
頻
度
で
ヨ
セ
フ
と
共
に
表
す
、
鞍
と
旅
道
具
の
モ
チ
ー
フ
は
、
そ
の
登
場
・
衰
退
が
メ
デ
ィ
チ
家
の
興
亡
と
関
連
す
る
こ
と
が
ボ
イ
ヤ
ー
の
研
究
に
よ
っ
て
論
証
さ
れ
て
い
る
（
１
９
）
。
ラ
ー
マ
家
作
品
で
は
袋
と
水
筒
を
ヨ
セ
フ
が
肘
を
置
く
岩
の
上
と
い
う
目
立
つ
位
置
に
配
置
す
る
こ
と
で
、
メ
デ
ィ
チ
家
へ
の
連
想
を
強
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
本
作
は
そ
の
主
題
や
画
中
肖
像
画
、
モ
チ
ー
フ
に
よ
っ
て
メ
デ
ィ
チ
家
と
の
関
係
を
誇
示
し
、
注
文
主
の
社
会
的
注
目
ひ
い
て
は
地
位
向
上
を
目
論
ん
だ
政
治
的
意
図
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。 
 
２ 
ラ
ー
マ
家
作
品
の
ヨ
セ
フ
像
か
ら
み
る
政
治
性 
こ
の
ラ
ー
マ
家
作
品
の
も
つ
政
治
性
は
、
ヨ
セ
フ
表
象
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
る
。
だ
が
ラ
ー
マ
家
作
品
の
さ
ら
な
る
検
討
に
移
る
前
に
、
聖
家
族
、
特
に
ヨ
セ
フ
表
象
へ
の
同
時
代
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
社
会
の
家
族
形
態
や
家
族
観
の
反
映
に
つ
い
て
思
慮
し
た
い
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
家
族
構
成
は
単
純
世
帯（
い
わ
ゆ
る
核
家
族
）が
全
体
の
八
割
を
占
め
、
結
婚
平
均
年
齢
は
男
性
が
四
〇
歳
前
後
に
対
し
て
女
性
は
一
八
歳
前
後
と
年
齢
差
婚
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
（
２
０
）
。
幼
子
を
養
育
す
る
年
老
い
た
ヨ
セ
フ
と
若
き
乙
女
マ
リ
ア
と
い
う
家
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族
構
成
は
、
や
や
極
端
と
は
い
え
非
現
実
的
な
夫
妻
像
と
ま
で
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。 
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
『
家
族
論
』
や
モ
レ
ッ
リ
『
覚
書
』
に
代
表
さ
れ
る
「
覚
書
」(rico
rd
i, 
rico
rd
an
ze)
は
、
主
に
家
長
男
性
の
手
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
、
家
産
目
録
や
家
族
に
ま
つ
わ
る
出
来
事
を
記
し
た
記
録
簿
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
し
ば
し
ば
彼
ら
の
家
族
観
が
窺
え
る
文
章
も
残
さ
れ
て
い
る
（
２
１
）
。
本
論
で
は
内
容
の
詳
し
い
叙
述
は
控
え
る
が
、
両
書
に
共
通
す
る
の
は
父
か
ら
子
へ
の
教
育
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
（
２
２
）
点
で
あ
る
。
当
時
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
は
家
業
や
財
産
は
原
則
男
系
相
続
で
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
商
工
業
を
営
む
市
民
が
多
い
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
は
、
子
孫
、
特
に
家
業
を
受
け
継
ぐ
長
男
へ
の
読
み
書
き
算
段
な
ど
の
基
礎
的
教
育
は
家
の
存
続
と
繁
栄
を
左
右
す
る
重
大
な
問
題
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
彼
ら
の
い
う
教
育
は
、
子
供
を
直
接
世
話
し
た
り
勉
強
を
教
え
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
教
育
費
を
捻
出
し
た
り
、
人
生
に
お
け
る
処
世
術
や
教
訓
を
伝
え
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
２
３
）
。
新
約
聖
書
外
典
『
ト
マ
ス
に
よ
る
イ
エ
ス
の
幼
児
物
語
』
（
２
４
）
に
は
イ
エ
ス
を
教
育
す
る
ヨ
セ
フ
、
イ
エ
ス
と
共
に
仕
事
を
す
る
ヨ
セ
フ
の
描
写
が
あ
る
。
美
術
主
題
と
し
て
確
立
す
る
の
は
十
七
世
紀
以
降
で
は
あ
る
が
、
『
キ
リ
ス
ト
伝
瞑
想
』
一
四
世
紀
写
本
挿
絵
で
は
テ
ク
ス
ト
に
典
拠
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
ヨ
セ
フ
が
イ
エ
ス
を
教
育
し
て
い
る
よ
う
な
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
（
２
５
）
こ
と
か
ら
、
一
七
世
紀
以
前
に
教
育
者
と
し
て
の
ヨ
セ
フ
が
全
く
忘
れ
ら
れ
た
訳
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
ガ
ス
パ
ー
レ
の
よ
う
な
金
融
業
者
に
と
っ
て
、
教
育
者
と
し
て
の
ヨ
セ
フ
は
、
例
え
教
育
の
場
面
が
直
接
的
に
描
か
れ
て
い
な
く
と
も
共
感
を
寄
せ
た
か
も
し
れ
な
い
。 
さ
ら
に
、
ヨ
セ
フ
は
旧
約
聖
書
の
英
雄
で
あ
り
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
象
徴
で
も
あ
っ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
王
・
ダ
ヴ
ィ
デ
の
子
孫
で
あ
り
、
ヨ
セ
フ
の
登
場
す
る
福
音
書
の
箇
所
は
、
マ
タ
イ
伝
、
ル
カ
伝
双
方
と
も
に
ヨ
セ
フ
の
家
系
に
関
す
る
長
大
な
記
述
が
あ
る
（
マ
タ
イ
：
一
：
一
―
十
七
、
ル
カ
：
三
：
二
十
三
―
三
十
八
）
こ
と
か
ら
、
ヨ
セ
フ
が
養
父
に
選
ば
れ
た
理
由
の
一
端
が
血
統
に
あ
る
こ
と
が
聖
書
で
は
示
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
民
は
父
系
の
連
な
り
を
重
視
し
て
お
り
、
父
系
の
名
を
長
々
と
記
し
、
時
に
は
先
祖
の
偉
大
さ
を
誇
張
す
る
こ
と
で
、
自
ら
の
特
権
性
を
担
保
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
（
２
６
）
。
加
え
て
、
イ
エ
ス
は
ヨ
セ
フ
の
実
子
で
は
な
く
、
マ
タ
イ
伝
に
お
い
て
子
を
イ
エ
ス
と
名
付
け
る
よ
う
預
言
を
受
け
た
の
は
ヨ
セ
フ
で
あ
る
こ
と
（
マ
タ
イ
：
一
：
二
一
）
か
ら
、
役
割
と
し
て
は
当
時
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
社
会
に
お
け
る
洗
礼
父
（
代
理
父
）
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
洗
礼
父
は
婚
姻
関
係
以
外
で
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
広
げ
る
手
段
と
し
て
当
時
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
特
に
ガ
ス
パ
ー
レ
の
よ
う
な
地
位
上
昇
を
目
論
む
市
民
の
間
で
積
極
的
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
（
２
７
）
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
偉
大
な
先
祖
を
持
ち
洗
礼
父
を
積
極
的
に
引
き
受
け
る
家
長
の
あ
る
べ
き
姿
と
ヨ
セ
フ
は
重
複
し
う
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
ラ
ー
マ
家
作
品
に
議
論
を
戻
す
と
、
本
作
に
は
ガ
ス
パ
ー
レ
自
身
も
登
場
は
す
る
も
の
の
、
寄
進
者
の
画
中
肖
像
伝
統
に
則
っ
た
控
え
め
な
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
一
代
で
財
を
成
し
た
ガ
ス
パ
ー
レ
の
自
負
と
そ
の
野
心
は
、
ラ
ー
マ
家
の
人
々
が
洗
礼
を
受
け
、
埋
葬
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
聖
堂
内
に
安
置
さ
れ
た
本
作
に
お
い
て
、
家
業
を
受
け
継
ぎ
隆
盛
さ
せ
、
家
庭
を
築
き
、
妻
子
を
養
い
、
代
父
母
に
よ
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
と
い
っ
た
父
、
家
長
の
役
割
を
ヨ
セ
フ
に
託
さ
せ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。 
  
お
わ
り
に 
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以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
ラ
ー
マ
家
作
品
は
、
プ
ッ
チ
家
作
品
で
確
立
し
た
聖
家
族
を
中
心
と
し
た
構
図
を
発
展
さ
せ
、
ヨ
セ
フ
を
頂
点
と
し
聖
家
族
を
三
角
形
構
図
で
描
く
こ
と
で
画
面
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
ヨ
セ
フ
の
存
在
感
を
よ
り
強
調
す
る
こ
と
で
、
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
に
よ
る
聖
家
族
作
品
の
転
換
点
と
な
っ
た
。
ま
た
ラ
ー
マ
家
の
ヨ
セ
フ
が
工
房
内
の
ヨ
セ
フ
図
像
の
規
範
の
一
つ
と
な
っ
た
こ
と
で
間
接
的
に
独
立
聖
家
族
像
隆
盛
の
一
端
を
担
っ
た
と
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
本
作
が
メ
デ
ィ
チ
と
の
関
係
を
公
に
誇
示
す
る
と
い
う
強
い
政
治
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
教
育
者
、
家
長
、
洗
礼
父
の
規
範
と
し
て
堂
々
た
る
姿
で
表
さ
れ
た
ヨ
セ
フ
が
、
そ
の
政
治
性
を
強
化
し
た
可
能
性
を
示
唆
し
た
。 
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
が
プ
ッ
チ
家
作
品
で
聖
家
族
を
中
心
に
据
え
た
動
機
に
は
、
構
図
上
の
問
題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
作
品
が
家
庭
内
で
鑑
賞
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
、
よ
り
聖
家
族
に
焦
点
を
当
て
よ
う
と
画
家
が
考
え
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
次
に
制
作
し
た
同
主
題
の
ラ
ー
マ
家
作
品
に
お
い
て
、
作
品
の
も
つ
政
治
性
の
強
さ
を
加
味
し
、
ヨ
セ
フ
表
現
に
よ
り
磨
き
を
か
け
た
と
本
論
で
は
主
張
し
た
い
。
奇
し
く
も
メ
デ
ィ
チ
家
に
取
り
入
る
こ
と
で
自
ら
の
地
位
を
向
上
さ
せ
ん
と
野
心
的
に
活
動
し
た
点
で
ガ
ス
パ
ー
レ
と
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
の
状
況
は
似
通
っ
て
お
り
、
ガ
ス
パ
ー
レ
の
意
図
を
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
が
汲
み
得
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
今
回
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
に
お
け
る
聖
ヨ
セ
フ
の
表
象
と
い
う
テ
ー
マ
で
ラ
ー
マ
家
作
品
を
中
心
に
据
え
る
意
義
に
つ
い
て
、
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
と
そ
の
周
辺
と
の
比
較
に
よ
っ
て
論
じ
た
が
、
論
拠
を
よ
り
強
固
に
す
る
た
め
に
は
、
同
時
代
他
作
家
と
の
さ
ら
な
る
比
較
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
ま
た
夫
、
父
を
と
り
ま
く
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
つ
い
て
も
、
本
論
の
主
張
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
す
べ
く
、
よ
り
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
に
近
し
い
立
場
の
人
物
の
思
想
に
迫
り
た
い
。
最
後
に
、
昨
年
秋
に
急
逝
さ
れ
た
師
・
上
村
清
雄
先
生
に
哀
悼
の
意
を
表
し
、
こ
の
論
文
を
捧
げ
ま
す
。 
   
注 
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１
）
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
《
東
方
三
博
士
の
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ラ
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マ
家
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拝
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）
一
四
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、
板
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テ
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ペ
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、
一
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一×
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四
セ
ン
チ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
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、
ウ
フ
ィ
ツ
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美
術
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来
歴
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五
七
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フ
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ツ
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。
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（
ジ
ョ
ル
ジ
ォ･
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
、
鈴
木
杜
幾
子･
京
谷
啓
徳
訳
注
「
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
画
家
サ
ン
ド
ロ･
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
リ
伝
」『
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
全
作
品
』
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
五
年
、
三
一
〇
―
三
一
九
頁
。
） 
（
３
）S
alv
in
i, o
p
. cit. 
（
４
）
画
中
肖
像
画
の
人
物
同
定
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
本
論
で
は
議
論
の
対
象
を
聖
家
族
に
絞
り
、
画
中
肖
像
の
詳
細
に
は
こ
れ
以
上
言
及
し
な
い
。
画
中
肖
像
画
の
最
新
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
京
谷
啓
徳
『
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
展
』
（
展
覧
会
カ
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タ
ロ
グ
）
小
佐
野
重
利
、
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
チ
ェ
ッ
キ
責
任
編
集
、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
一
六
年
、
一
〇
四
頁
を
参
考
に
し
た
。 
（
５
）
十
二
世
紀
シ
ト
ー
派
の
神
学
者
聖
ベ
ル
ナ
ル
ド
ゥ
ス
に
よ
る
ヨ
セ
フ
の
神
学
的
再
考
以
降
、
一
四
七
九
年
ロ
ー
マ
で
の
ヨ
セ
フ
の
祝
日
制
定
、
こ
の
祝
日
の
イ
タ
リ
ア
全
教
区
へ
の
普
及
な
ど
が
相
次
い
だ
。
ヨ
セ
フ
の
神
学
上
の
再
評
価
と
表
象
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
「
書
か
れ
た
」
ヨ
セ
フ
、
「
描
か
れ
た
」
ヨ
セ
フ
―
―
『
キ
リ
ス
ト
伝
瞑
想
』
と
《
ト
ン
ド
・
ド
ー
ニ
》
―
―
」
上
村
清
雄
編
『
テ
ク
ス
ト
と
引
用 
: 
原
典
、
異
本
、
翻
案
』
千
葉
大
学
社
会
文
化
科
学
研
究
科
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書 
第
三
二
一
集
、
二
〇
一
七
年
三
月
に
て
詳
細
に
論
じ
た
。 
（
６
）
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
：
《
東
方
三
博
士
の
礼
拝
》
一
四
八
六
―
九
〇
年
頃
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
ノ
ヴ
ェ
ッ
ラ
聖
堂
内
ト
ル
ナ
ブ
ォ
ー
ニ
礼
拝
堂
。
《
東
方
三
博
士
の
礼
拝
》
一
四
八
七
年
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
。
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
ま
た
は
工
房
《
イ
エ
ス
礼
拝
》
ミ
ラ
ノ
、
ア
ン
ブ
ロ
ジ
ア
ー
ナ
絵
画
館
。
《
東
方
三
博
士
の
礼
拝
》
一
四
八
八
年
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
捨
て
子
養
育
院
。
《
降
誕
》
一
四
九
二
年
頃
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
、
フ
ィ
ッ
ツ
ウ
ィ
リ
ア
ム
美
術
館
。 
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
リ
ッ
ピ
：
《
降
誕
》
一
四
三
〇
年
代
以
前
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
《
東
方
三
博
士
の
礼
拝
》
一
四
三
〇
年
代
以
前
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
《
イ
エ
ス
礼
拝
》
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
。
《
聖
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
の
埋
葬
》
一
四
六
〇
年
頃
、
プ
ラ
ー
ト
、
ド
ゥ
オ
ー
モ
。
《
聖
人
を
伴
う
イ
エ
ス
礼
拝
》
一
四
六
〇
―
六
五
年
頃
、
プ
ラ
ー
ト
、
市
立
美
術
館
。
《
イ
エ
ス
の
割
礼
》
一
四
六
〇
―
六
五
年
、
プ
ラ
ー
ト
、
サ
ン
ト
・
ス
ピ
リ
ト
聖
堂
。
《
降
誕
》
一
四
六
七
―
六
九
年
、
ス
ポ
レ
ー
ト
、
ド
ゥ
オ
ー
モ
。
フ
ラ
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
と
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
リ
ッ
ピ
《
東
方
三
博
士
の
礼
拝
》
一
四
四
〇
／
一
四
六
〇
年
頃
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
い
ず
れ
も
工
房
・
帰
属
作
を
含
む
。 
（
７
）
十
三
世
紀
に
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
で
成
立
し
た
偽
ボ
ナ
ベ
ン
ト
ゥ
ー
ラ
『
キ
リ
ス
ト
伝
瞑
想
』
を
指
す
。（tran
s. an
d
 ed
. b
y
 R
ag
u
sa, I., an
d
 G
reen
, R
. B
., M
ed
ita
tio
n
s 
o
n
 th
e L
ife o
f C
h
rist, A
n
 Illu
stra
ted
 M
a
n
u
scrip
t o
f th
e F
o
u
rteen
th
 C
en
tu
ry, 
P
rin
ceto
n
, 1
9
6
1
.
）
本
書
の
詳
細
と
美
術
に
与
え
た
影
響
は
拙
稿
前
掲
書
参
照
。 
（
８
）V
asari, o
p
. cit, p
. 5
1
4
.
（
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
、
前
掲
書
、
三
一
二
頁
） 
（
９
）
京
谷
啓
徳
『
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
全
作
品
』
二
三
五
―
六
頁
。 
（
10
）E
clercy
, B
astian
, (ex
h
. C
atalo
g
u
e) ed
. b
y
 S
ch
u
m
ach
er, A
n
d
reas, B
o
tticelli: 
 
L
iken
ess, M
yth
, D
evo
tio
n
, B
erlin
, 2
0
0
9
-2
0
1
0
, p
. 2
8
8
. 
（
11
）ib
id
. 
（
12
）ib
id
., p
. 2
9
0
. 
（
13
）M
ed
ita
tio
n
s o
n
 th
e L
ife o
f C
h
rist, p
. 3
5
. 
（
14
）E
clercy
, o
p
. cit. 
（
15
）
京
谷
、
『
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
展
』
、
一
〇
四
頁
。 
（
16
）Bo
y
er, Jan
ie, S
t. Jo
sep
h
 Ico
n
o
g
ra
p
h
y in
 F
ifteen
th
 C
en
tu
ry F
lo
ren
tin
e P
a
in
tin
g
, 
U
n
iv
ersity
 o
f S
o
u
th
 C
aro
lin
a, P
ro
Q
u
est D
issertatio
n
s P
u
b
lish
in
g
, 2
0
1
1
, p
. 3
8
. 
L
ig
h
tb
o
w
n
, R
., B
O
T
T
IC
E
L
L
I C
o
m
p
lete C
a
ta
lo
g
u
e, 2
 v
o
ls., v
o
l. 2
, L
o
n
d
o
n
, 
1
9
7
8
, p
. 2
0
. 
（
17
）
京
谷
、
『
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
全
作
品
』
、
二
三
五
頁
。
小
林
明
子
「
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
東
方
三
博
士
同
信
会
、
東
方
三
博
士
の
礼
拝
図
と
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
」
『
ボ
- 29 - 
 
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
展
』
二
〇
四
―
二
〇
九
頁
。 
（
18
）L
ig
h
tb
o
w
n
, o
p
. cit., p
. 3
5
. 
（
19
）B
o
y
er, o
p
. cit. 
（
20
）
岡
田
温
司
『
も
う
ひ
と
つ
の
ル
ネ
サ
ン
ス
』
人
文
書
院
、
一
九
九
四
年
、
四
八
頁
。 
（
21
）
大
黒
俊
二
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
家
族
史
へ
の
ふ
た
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―
イ
タ
リ
ア
か
ら
の
視
点
」
、
前
川
和
也
編
著
『
家
族
・
世
帯
・
家
門
：
工
業
化
以
前
の
世
界
か
ら
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
報
告
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
三
年
、
二
七
頁
。 
（
22
）
レ
オ
ン
・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
、
池
上
俊
一
、
徳
橋
曜
訳
、
『
家
族
論
』
講
談
社
、
二
〇
一
〇
年
。
大
黒
、
前
掲
書
。 
（
23
）
徳
橋
曜
「
中
世
末
期
の
イ
タ
リ
ア
の
教
育
と
都
市
文
化
」
『
富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
Ａ
（
文
科
系
）
』
第
四
七
号
、
富
山
大
学
、
一
九
九
五
年
八
月
、
四
五
―
五
七
頁
。
北
本
正
章
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
に
お
け
る
父
親
像
と
父
性
の
社
会
史
的
系
譜
に
関
す
る
比
較
教
育
思
想
論
的
考
察 
そ
の
二
：
教
育
す
る
父
親
の
時
代
へ
」『
青
山
学
院
大
学 
教
育
人
間
科
学
部
紀
要
』
、
第
三
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
。 
（
24
）
八
木
誠
一･
伊
吹
雄
共
訳
「
ト
マ
ス
に
よ
る
イ
エ
ス
の
幼
児
物
語
」
、
松
永
希
久
夫
、
川
村
輝
典
ほ
か
訳
『
新
約
外
典
』
聖
書
外
典
偽
典 
六
巻
、
教
文
館
、
一
九
七
六
年
、
一
二
六
―
一
三
五
頁
。 
（
25
）M
ed
ita
tio
n
s o
n
 th
e L
ife o
f C
h
rist, p
. 7
4
. 
（
26
）
大
黒
、
前
掲
書
、
二
十
六
頁
。H
ay
u
m
, A
., "M
ich
elan
g
elo
's D
o
n
i T
o
n
d
o
: H
o
ly
 
F
am
ily
 an
d
 F
am
ily
 M
y
th
", S
o
u
rce: ed
. b
y W
a
lla
ce, W
illia
m
 E
., 
M
ich
ela
n
g
elo
: S
elected
 S
ch
o
la
rsh
ip
 in
 E
n
g
lish
, v
o
l. 1
, L
ife an
d
 E
arly
 W
o
rk
s, 
5
 v
o
ls., N
ew
 Y
o
rk
 &
 L
o
n
d
o
n
, 1
9
9
5
, p
. 4
1
9
. 
（
27
）
柏
渕
直
明
「1
6
世
紀
前
葉
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
け
る
有
力
市
民
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
―
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
グ
イ
ッ
チ
ャ
ル
デ
ィ
ー
ニ
の
代
父
母
関
係
を
事
例
と
し
て
―
―
」
『
明
治
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科 
文
学
研
究
論
集
』
、
第
二
八
号
、
二
〇
〇
八
年
二
月
。 
  
〔
図
版
出
典
〕 
【
図
１
】h
ttp
://w
w
w
.w
g
a.h
u
/ 
二
〇
一
八
年
二
月
十
八
日
閲
覧 
【
図
２
―
４
】
高
階
秀
爾
・
鈴
木
杜
幾
子
編
著
『
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
リ
全
作
品
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
五
年 
【
図
５
】h
ttp
s://w
w
w
.n
g
a.g
o
v
/ 
二
〇
一
八
年
二
月
十
八
日
閲
覧 
【
図
６
】(ex
h
. C
atalo
g
u
e) ed
. b
y
 S
ch
u
m
ach
er, A
n
d
reas, B
o
tticelli: L
iken
ess, M
yth
, 
D
evo
tio
n
, B
erlin
, 2
0
0
9
-2
0
1
0
. 
 
（
千
葉
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
） 
 
